









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3-2％ 6.03 23.32 21.98 51.33 
2％-2％ 5.74 22.21 21.05 49.00 
2％-2％ 5.50 21.60 22.15 49.25 
4.90 20.61 2％-４ 22.08 47.59 
5.67 3-3％ 23.30 23.74 52.70 
3％-４ 5.45 22.87 23.89 52.21 
5.45 23.42 24.70 4-3％ 53.57 
5.06 21.75 22.05 48.86 4-4 
5.50 22.63 4-3％ 22.08 51.11 
3％-3％ 5.50 22.61 20.17 48.28 
4.91 21.37 20.86 47.13 3-3 
2％-2％ ４７７ 20.77 22.00 47.54 
2％-2％ 5.35 23.28 22.21 50.84 
2％-2％ 5.05 22.25 20.99 48.30 
2％-３ 5.03 21.94 24.67 51.63 
5.46 26.54 3-31'2 36.12 68.12 




3-3％ 4．８１ 22.30 23.83 50.93 18.88 10.44 
3％－４ 4.95 23.25 27.43 55.63 
51.77 
19.08 10.06 
















































５．１２ ４８４ １７８０ １２．１６ 
．4８ ２８４９ ７８０６ ４－４ 1８．１１ １２．７１ 












２５ ２２０ ６２８８ ２３－２ １９．０３ １１６ 
27.48 38.78 １９．５８ １１２ 













．7８ ２９． 43.88 １７．３０ ９７ 
















































５．３ 24.42 ４．０５ 63.82 ３１ ，２ １７．６０８．２７ 
５２９ ２３ 33.48 ６２．５ －２１ １９７２ ８．００ 





23.09 28.70 ７１７ ２－２ ３８ １９．４２ ７．７０ 
22.68 31.34 ５９２４ ２－２ 19.49 ７．１５ 





５．０７ 23.09 31.13 ５９２９ ２－１ 21.32 ８．７６ 
５．２４ ２４１３ ５．９８ ６５３ －１ ２１４ ７．７４ 





２４９１ 37.48 67.43 ￣２３ 21.76 ７．８１ ５．０５ 
43.62 ７４２８ 22.19 ７．５６ ５．０８ 25.58 
２５．３１ ４３００ 73.10 ３－４１ 22.35 、5８４．７９ 
川一Ｍ一川一Ｍ
25.77 42.02 72.83 ５－４ 21.02 ７．８３ ５．０３ 
３９１ 74.56 21.67 ７．４８ ５．２０ ２５４４ 





、7８26.68 45.32 77.23 ５－８ 20.08 ５．２３ 
２５．３ ４．２４ 74.73 －１０ １９．３３ ７．２５ ５．１１ 





ｌ＿Ｉ １９．１６ ６．４８ 23.15 27.75 55.91 ５．０１ 
28.78 55.72 ３－３ １９．１７ ６．０９ ４８１ ２２１２ 































２８６ ２７． ５５．３１ ２１ 
5.10 ２２．６ ２８０７ 55.83 ２１－２ １９５４ ９６ 





５．０１ ２３４ １．２８ 59.70 －２１ 20.82 ６．４０ 
５．００ 34.76 63.42 ２１－２１ 20.98 ６．１６ 





２４１０ 36.78 65.82 ３－３ 20.47 
４．３８ 67.04 －２１ ２１．０１ ５９２ 





23.66 ３４１ 62.74 －２ ２２．８１ ６．４２ 
４．８８ 39.88 69.52 ２－２ ４０８ ６．３１ 





４．６０ 24.82 ５．８６ 75.27 ２－２１ ４４３ ６８５ 
４．５８ 26.82 ５６７５ ８８１４ ３－４１ ４．３８ ６．７３ 
４７０ 29.47 ５２５２ ８６６９ ４１ ２３ ７．０６ 
注：
上掲の全欄で（利率を示す第６欄を除いて)，単位の末尾４桁は省かれており，
したがって４．７０は4,700,000ポンド・スターリングを表わす。
銀行券流通高を示す第７，８，９欄は，第１欄掲示の各四半期の最終日に最も近
い週末の数値の平均である。
第２，３，４，５欄に示した手形流通高の算出に用いられた印紙局統計表での各
期間終了日は厳密にはそれぞれ４月５日，７月５日，１０月１０日，１月５日であ
るが，本表の目的には，手形流通高の各四半期と銀行券流通高の各四半期とが正
確に対応していると考えてよい。
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第５欄の数値は，1830-53年の各四半期中にイングランドおよびウェー
ルズで振り出された内国手形の総額を示している。３グループが構成す
るこれらの手形が振り出されるさいの平均支払期間は３．１４か月から
4.20か月にわたっており，したがって，十分に注意して支払期間という
要素を適用するなら，各年の各四半期に創り出された手形の総額からつ
かむことがきるのは各年の全体のうちの一つの時期に流通する手形の平
均額だけだ，ということになる。もし，たとえば，支払期間が正確に３
か月であったなら，イングランドおよびウェールズにおける内国手形の
流通高は第５欄の額となるであろう。しかし，支払期間は３か月よりも
かなり長く，だからまた内国手形流通高は第５欄によって示されている
ものよりも多いのである。
他のところ（『物価史」第６巻，587-8ページ）で説明したことだが，
これらの調査によって一般的な結果として私が到達した結論は，現在
(1857年)，連合王国の総手形流通額（内国手形および外国手形）はい
つでも１８億ポンドを大きく下回ることはなく，たぶんそれは，ときに
は２０億ポンドにまで増大するであろう，ということである。
手形流通高の増大と貨幣市場での窮境および逼迫の発生とのあいだの
恒常的で密接な関連は，表に含まれている年のうち少なくとも６年につ
いての数値によってきわめて明瞭に示されている。たとえば，－
（１）1836年には，秋に始まった逼迫は，手形流通額のほぼ25パーセン
トの増加を，すなわち1836年７月５日に終わる四半期での65,000,000か
ら１０月１０日に終わる四半期での78,000,000への増加を引き起こした。
そして手形流通額は１８３７年の春まで，78,000,000と73,000,000とのあ
いだで変動し続けた。同時期に，割引率が著しく下落するのにつれて，
手形流通高は63,000,000および58,000,000にまで減少した。
（２）1839年には，手形の額は，割引率の_上昇とともに規則正しく増
加し，ついに，割引率が３％パーセントであった１８３８年１０－１２月での
68,000,000という手形流通高が，割引率が６パーセントであった１８３９
｢貴金属と為替相場」（｢資本論』第３部第３５章）の草稿について１９３
年7-10月の82,000,000にまで上昇した。
（３）割引率が２パーセント以下であった1844年の１０－１２月には，手
形流通高は59,000,000にすぎなかった。
（４）割引率が３パーセントから４パーセントであった１８４６年10-12
月には，手形流通高は69,000,000であったが，１８４７年１－３月の窮境の
あいだには79,000,000にまで上昇し，1847年１０月の政府書簡によって
逼迫が取り除かれるまで，75,000,000-78,000,000にとどまった。
（５）1852年7-10月には，割引率が１％-2パーセントで手形流通高は
63,000,000だったが，1853年８－１２月の逼迫のあいだに84,000,000-
88,000,000の金額にまで上昇した。
けれどもこのほかに，銀行券流通高における変動と手形流通高の変動
とのあいだになんらかの対応や類似性や関連があるようには見えない。
たとえば，~
（１）1847年９月３０日に終わる四半期には，銀行券流通高は26,580,000
ポンド，手形流通高は74,730,000ポンドだった。１８４９年６月３０日に終
わる四半期には，銀行券たった５０万だけ，すなわち26,070,000ポンド
へと減少したが，他方で手形流通高はほとんど２０００万も，すなわち
55,310,000ポンドに減少した。
（２）1852年９月３０日に終わる四半期には，銀行券流通高は30,390,000
ポンド，手形流通高は69,520,000ポンドだった。１８５３年１２月３１日に
終わる四半期には，銀行券流通はほとんどまったく同じ（30,350,000ポ
ンド）だったが，手形流通高は２５パーセントも，すなわち86,690,000
ポンドに上昇した。
グラヴ保険，コーンヒル，
1857年６月５日
Ｗｍ，ニューマーチ
194 
Ⅵ（本稿，123ページ）ここには第1492-1494号を掲げておく。
「第1492号。〔ウェゲリン〕イングランド銀行は，流通高からなるも
のであろうと預金からなるものであろうとそれの負債の全体にたし､する
保証となるべき或ろ額の地金を保有していなければならないとお考えで
すね？－〔ニューマーチ〕そのとおりです。
第1493号。それでは，地金がイングランド銀行の資本の一部となっ
ていると考えるのか，それとも同行の預金の一部となっていると考える
のか，ということは重要でないのですね？－まったくそのとおりです。
第1494号。そうだとすると，イングランド銀行がそれらの二つの負
債に比例して或る額の地金を維持するという目的はどのようにして達成
したらいいのですか？－それを達成する方法は，イングランド銀行が
割引率を或る点以下には引き下げないということだと思われます。その
点とは，あえて申し上げてみるなら，４パーセントかもしれません。地
金が国内に流入しつつあるときに同行が割引率を或る点以下に引き下げ
ないことの効果は，必ず，同行の地金準備が増加するだろうということ
でしょう。1853年にそうであったように，地金準備はきわめて著しい
額にまで増大するかもしれません。私どもがまったくよく知っておりま
すように，割引率の変化は循環を描いて動いています。そして，もし資
本が豊富で安価であることの結果として割引率が非常に低くなれば，割
引が認められる手形の質に変化が起こり，その結果，国の取引や商業が
大きく拡大することになるでしょう。国の取引や商業のこうした大きな
拡大は遅かれ早かれ割引率の上昇をもたらします。そしてそれは，貴金
属の流出を招くことも（たいていはそうなりますが）招かないこともあ
ります。その場合には，貴金属の流出は，現下のところイングランド銀
行にあるものと考えてきました貴金属のきわめて大量の蓄積から取り出
されることになりましょう。経験から判断しますと，対外取引での変動
から生じる貴金属の流出が300万あるいは400万ポンド・スターリング
を越えるというようなことは，ほとんどありそうにもないことです。で
｢貴金属と為替相場」（｢資本論』第３部第３５章）の草稿について１９５
すから，このシステムの効果は，イングランド銀行にある豊富な貴金属
準備によるなら，イングランド銀行の行動は一般の貨幣市場に関しては
穏やかな性質のものでありましょう。一方ではイングランド銀行の利子
率は４パーセント以下には下がらないでしょうし，他方では，それが同
行の地金準備の枯渇のためにきわめて高い点にまで引き上げられる必要
もないでありましょう。」
Ⅶ（本稿，123ページ）第1499号は次のとおり。
「第1499号。〔ウェゲリン〕それでも，多額の貴金属がわが国から輸
出されたとき，それはわが国への輸入品の支払のかたちをとっていたは
ずですね？－〔ニューマーチ〕それはわが国への輸入の支払のかたち
であったか，あるいは，わが国が他の諸国のために背負い込んだ債務の
支払のかたちであったに違いありません。たとえば東方貿易を取ってみ
ましょう。まったくよく知られているように，わが国がまず最初にすぐ
に地金で支払った残高のうちのきわめて大きな部分が，もっぱら，わが
国のためのものではありませんでした。東方への貴金属の輸送は絹や茶
の輸入から生じる債務の支払を表わしていますが，この輸入には，連合
王国への輸入だけでなく，フランスやヨーロッパの他の地域への輸入も，
また合衆国への輸入もはいっています。連合王国とインドとのあいだの
貿易差額について言えば，この貿易差額はきわめて急速かつ完全に調整
されます。そしてこの２年間，たとえばわが国とインドとのあいだの貿
易差額は，明瞭にわが国にとって順でした。インドに向けて行なわれた
貴金属の大きな送金は，わが国がインドに負っている商業的債務の弁済
のためのものではなくて，インドでイギリス資本を投下するためのもの，
そこで鉄道建設に支出されるはずのものでした｡」
Ⅷ（本稿，124ページ）第1504-1506号は次のとおり。
「第1504号。〔ウェゲリン〕ですから，東方での鉄道建設はそれらの
国々への貴金属の，ほとんど１００万ポンド・スターリングに近い毎月の
送金を説明できませんね？－〔ニューマーチ〕それの全部を説明する
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ことはできません。それのかなりの部分が，疑いもなく貿易差額が西方
諸国にとって逆である中国に行きました。私のお答えはインドについて
です。付け加えたいと私が思っておりますもう一つの点があります。ウェ
ゲリン氏が完全にお気づきでありますように，かなりの額の銀がただ為
替相場での思惑取引として東方に送り出されました。それが行なわれた
のは，差額の支払のためでも鉄道への投資のためでもなく，それが行な
われたのはただ為替相場での思惑取引としてでした。
第1505号。わが国で振り出される手形に投資するためですか？－
そうです。
第1506号。それらの手形は，わが国に向けて船積みされた産物を担
保にして振り出されるのですね？－概して言えばそうです｡」
Ⅸ（本稿，124ページ）第1509号は次のとおり。
「第1509号。〔ウェゲリン〕それならそれは，そのような大量の金の
受け取り高が，その時期の特異な事情のもとで，1844年の条例の作用
よりも大きく，イングランド銀行の満足の行く立場に貢献したという事
例ではなかったのですか？－〔ニューマーチ〕私の考えでは，それが
ほとんど自明の結論というものです。１８５３年の終りには，公衆のあい
だにかなりの不安〔apprehension〕がありました。この年の９月にイ
ングランド銀行が３回にわたって割引率を引き上げていました。同行は
３度も率を変更したのですが，それもすべて上げる方向Iこです。１０月初
旬には，公衆のあいだにかなりの程度の不安と懸念〔apprehension
andalarm〕がありました。この不安や懸念は１１月末以前に非常に大
きな規模で和らげられ，オーストラリアからの約５００万ポンド・スター
リングの貴金属の到着の結果，ほとんど完全に取り除かれました。これ
が－つの事例です。1854年の秋，１０月と１１月に約600万ポンド・スター
リングの貴金属が到着したときに同じことが起こりました。同じことは，
興奮と不安の時期であったことが知られている１８５５年の秋にふたたび
生じ，９月，１０月，そして’１月に約800万ポンド・スターリングの責
｢貴金属と為替相場」（｢資本論」第３部第３５章）の草稿について１９７
金属が到着したことによって生じました。またその後，昨年つまり
’856年の終りに，正確に同じことが起こりました。じっさい，委員会
のほとんどの皆さんに，金融が逼迫してくるたびにわれわれが待ち望む
習慣をもつようになった当然の，そして完壁な解決策が，金の船の到着
ということになっていないかどうか，よく見てくださるようにお願いし
たいと思います｡」
Ｘ（本稿，125ページ）ここには第1647-1651号を掲げておく。
「第1647号。〔ウィルスン〕ウェイクフィールドでの銀行業者として
のあなたの経験では，預金にたいするあなたの負債と銀行券流通高にた
いするあなたの負債とのあいだになにか違いを見つけることができるで
しょうか？－〔ニューマーチ〕実際上はまったくありません。
第1648号。あなたはその一方のための準備を他方のための準備と同
様に保有していなければなりませんでしたか？－流通高と預金とはい
ずれも全体の部分をなしていました。勘定書ではもちろんそれらは区別
されていました。しかし，一般に銀行の営業の観点から言えば，銀行は，
その経験によって，必要と考えられた額のただちに求めに応じられる資
産を保有していなければなりませんでした。
第1649号。流通高と預金との二つのうちで，額の変動が大きいのは
どちらでしたか？－預金です。
第１６５０号。流通高はそれよりも変化が少なかったのですか？~流
通高について申しますと，当委員会に申し上げるまでもないことですが，
国内流通高は独特の循環を行なっています。いまあるのは国内流通高に
ついての過去２０年間の報告書ですが，これらの年の毎年，流通高は独
特の循環を行なってきました。それはある月には高く，他のある月には
低く，また他のある月には中位の点が見られます。これは年々生じてい
ることです。
第1651号。それは，商取引の特殊性とか収穫のような季節の特殊性
によって，そのほかまた，いつもある特定の時期に他の時期よりも大き
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な貨幣需要をつくりだすようなそのほかのさまざまの事情によって，規
則的に左右されるような循環ですね？－そのとおりです。そのように
説明するしかありません。流通高のそのような変化を生みだそうとする
地方銀行業者たちの側でのなんらかの謀議があるなどと考えることはで
きません｡」
Ⅲ（本稿，126ページ）第1702号は次のとおり。
「第1702号。〔ウィルスン〕対外需要の性質はイングランド銀行がと
るべき方針をきわめて大きく変化させるのではないでしょうか。一つの
ケースとして，海外への地金の流出が，現送価格の上昇によって金が大
陸で買われなければならず，また〔金の売買が〕儲かる取引となったた
めに増大した，大陸での商品としての金への需要から生じるものと仮定
しましょう。もう一つのケースとして，わが国が不作の場合，あるいは
われわれが諸外国に大きな負債を負うことになるような,性質のなんらか
の出来事が生じた場合に負った対外負債を返済するために流出が生じる
ものと仮定しましょう。この二つのケースは，それらがイングランド銀
行におよぼす影響の点ではきわめて異なるのではないでしょうか。－
〔ニューマーチ〕考慮されるべき問題のように見える対外流出のその二
つのケースは，次のことに帰着するように思われます。すなわち，純粋
に商業的な原因で，すなわち輸入が輸出を超過した場合に，わが国から
の地金の流出が生じることもありますし，あるいは，なんらかの外国で
の事業にイギリス資本を投下するための資金を用意するために，わが国
からの地金の流出が生じることもありますし，あるいは第３のケースと
して，1854-1855年にそうであったように，外国での支出を継続するた
めに，わが国からの地金の流出が生じることもあります。地金の対外流
出のすべては，これら三つのカテゴリーに帰着することがわかると思い
ます。そこで，1836年と1844年とのあいだに生じた地金の流出と関連
した－つの重要な事情は，それらの流出が，ほとんどすべての場合に，
わが国での不作の結果わが国にきわめて大量の穀物が輸入されたことか
｢貴金属と為替相場」（『資本論』第３部第３５章）の草稿について１９９
ら生じたものであったということです。そして，外国産の穀物の輸入の
影響は，かつての穀物法の作用によって，また当時のスライド制関税に
よって妨げられ，交差され，変容され，そしてきわめて大きく増大させ
られました。地金の流出が量の点で大規模であるだけでなく，突発的か
つ不規則であったり，その性質がはっきりしないということもありまし
た。それが1844年以前の実際の状態でした。1844年以来，輸出に対す
る輸入の超過の結果生じた最大の地金流出は1847年でした。１８５４年と
1855年にも，クリミアでの兵姑費用の支出の結果，地金の流出が生じ
ました。そしていま，インドの鉄道へのイギリス資本の投下の結果，ま
たその他の原因から，わが国から東方への地金の流出が生じています｡」
Ⅲ（本稿，126ページ）ここでは第1743-1752号を掲げておく。
「第1743号。〔ウィルスン〕そうだとすると，1844年の条例が通過し
たのちにも，銀行券の流通高の制限については，認知できるような変化
は起こらなかったのですね？~〔ニューマーチ〕そうです。
第1744号。条例以前の１０年に，認知できるような増大は生じなかっ
た，そして条例が通過した以降も，認知できるような増大は生じていな
い，とおっしゃるのですね。そのとおりです。
第1745号。では，流通高が変わっていないことは，1844年の条例に
よって設けられたどんな制限に帰することもできないのですね？－ほ
んのちょっとでもできません。
第1746号。銀行券の発行は，少額面の通貨がそうであるように，取
引の増加によって増加する恐れがありませんか？－鋳貨と紙券の額面
金額を考えれてみれば，そうかもしれません。
第1747号。イングランドでの銀行券の流通高が停滞したままであっ
たのにたいして，通貨の比較的少額の券種が紙幣からなっているスコッ
トランドとアイルランドでは，流通高が約３１％増加したという事実は，
そのことから説明できるのではありませんか？－はい。理にかなった
ご説明のように思います。
200 
第1748号。あなたは以前のある日に，紙券流通の目的は，紙券の党
換』性を確保することによって紙券流通を完全に確保させるような諸準則
を条件として，資本の節約を達成することだ，と申されました？－は
い。
第1749号。５ポンド以上の額面の銀行券の紙券流通高は約39,000,000
ポンドだと言われましたね？－スコットランドとアイルランドとを含
めて39,000,000ポンドです。その39,000,000ポンドは1ポンド銀行券も
含んでいます。連合王国での銀行券の総流通高は，概数で39,000,000ポ
ンドです。
第1750号。連合王国のうち，１ポンド銀行券が流通していない部分
での金の流通は70,000,000ポンドですね？－そのように`思われます。
第1751号。それでは，流通のうち，節約のための最大の余地がある
部分には，それらの原理が適用されてこなかったのに，流通のうち，節
約の余地がもっと少ない，それよりも小さな部分にそれが適用されてい
るわけですね？－はい。
第1752号。議長〔ルイス〕］あなたは，1844年のスコットランドと
アイルランドとでの銀行券流通の相対額と現在のそれとを示すことがで
きますか？－スコットランドでの銀行券の平均流通高を申し上げるこ
とができます。1834年の平均流通高は3,120,000ポンドで，1844年には
それは3,020,000ポンドでした。１８５４年にはそれは4,050,000ポンドに
増大しました。ですからこれは前のご質問のなかで申し上げたことを実
証しております｡」
、（本稿，131ページ）ここには第1786-1808号をまとめて掲げておく。
1786号でのニューマーチの証言のほとんどはＭＥＧＡの注解に収められ
ているが，再録しておこう。
「第1786号。〔ウィルスン〕あなたは以前のある日，東方向けの銀の
需要に関連して，大きな額の地金が東方に継続的に送られているにもか
かわらず，対インド為替相場はわが国にとって順だった，と述べられま
｢貴金属と為替相場」（｢資本論』第３部第３５章）の草稿について２０１
した。あなたは，為替相場がわが国にとって順であると推定するための
なにか根拠をおもちですか？－〔ニューマーチ〕はい，もっておりま
す。当委員会に若干の事実を示しましょう。１８５１年の連合王国からイ
ンドへの輸出の実質価値は7,420,000ポンド・スターリングだったこと
が分かっています。これには，インディア・ハウスの手形が，すなわち，
東インド会社が自分自身の支出のためにインドから引き出す資金が加え
られなければなりません。この年にはこれらの手形は3,200,000ポンド・
スターリングでしたから，連合王国からインドへの総輸出額は
10,620,000ポンド・スターリングとなります。報告書を入手できる最後
の年である１８５５年には，連合王国からの商品の輸出の申告価値は
10,350,000ポンド・スターリングに上昇し，インディア・ハウスの手形
は3,700,000ポンド・スターリングでしたから，わが国からの総輸出額
は14,050,000ポンド・スターリングとなります。次に，1851年につい
ては，インドからわが国への輸入の実質価値がどれだけだったかを申し
上げる手段はないと思いますが，1854年と1855年には，実質価値の明
細書があります。1855年には，インドからわが国への商品輸入の総実
質価値は12,670,000ポンド・スターリングでした。そこで，この金額を
さきほどの14,050,000ポンド・スターリングと比較しますと，この２国
間の直接貿易については，1,380,000ポンド・スターリングという連合
王国に順の差額が残りました。
第1787号。しかし，為替相場は間接貿易によっても影響を受けますね。
というのも，たとえばこの数年にインドからオーストラリアに，またイン
ドから北アメリカに商品のきわめて大量の供給が生じたと考えますと，こ
れらの支払はロンドン宛ての手形によって行なわれるので，このことは為
替相場に対して，あたかも商品が直接にインドからイギリスにやってくる
かのように作用するからです。そうではありませんか？－為替相場が
わが国にとって順であるか逆であるかを判断する唯一の健全かつ合理的
な方法が，地金が送られるのか送られないのかという事実の相場づけで
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あることは疑いありません。しかし，或る特定の国については，そのく
にに関するかぎり，差額がわれわれにとって順であるか逆であるかにか
かわりなく，その国自身の直接の取引によって判断することができます。
第1788号。東方での為替相場，つまり対中国為替相場と対インド為
替相場の状態は，近時は，なされるべきインドヘの支払の要求が，イン
ドがわれわれにしなければならなかった支払よりも大きいという性格の
ものでしたね？－よく知られているとおりで，中国とインドとの二つ
を合わせてそう言えます。
第1789号。中国とインドについて言えば，阿片の取引がわが国とこ
れら２国とのあいだの商取引全体の一部をなしていることをご存知です
ね？－はい。そして中国は通例インドにたいして債務者です。
第1790号。あなたは，過去数年間に，12,000,000ポンド以上のイギ
リスの金がインドに送られたと申されましたが，それは鉄道の建設のた
めでしたか？－はい。少なくとも12,000,000ポンドがインドで投資さ
れるためにわが国で出資されました。当委員会のある委員閣下（ウェゲ
リン氏）は，この12,000,000ポンドのかなりの部分が貴金属の形態でで
はなく鉄やレールの形態で出ていったことを指摘されました。しかし，
大きな一部は実際には貴金属の形態で出ていきました。
第1791号。わが国から資本が鉄製のレールや機関車の形態で出て行
くのかそれとも鋳貨の形態で出て行くのかということか，そうした鉄や
機関車については返される収益がなく，インドに固定されていなければ
ならず，したがって，インドから行なわれるいかなる輸入の埋め合わせ
もしない，ということを心に留めたうえでも，わが国からの資本の移転
の点で，また為替相場に及ぼす影響の点でなにか違いをもたらすとおっ
しゃるのですか？－その場合には取引は結局こういうことになります。
つまり，それらの12,000,000ポンドについて言えば，それはわが国によっ
てインドでなされた投資だということです。わが国は，12,000,000ポン
ドの貨幣のかわりにインドへの債権をもつのでして，わが国は，この
｢貴金属と為替相場」（｢資本論』第３部第３５章）の草稿について２０３
12,000,000ポンドの貨幣を支払うことで，（言ってみれば）インドから
一つの年金を輸入したわけです。12,000,000ポンドを出資した人たちは，
この貨幣で建設されるはずの建造物によってインドで一定の利潤が実現
されることを期待し，またこの利潤が年々インドからわが国に送金され
るにちがいないと期待するのです。
第1792号。それでは要するに，将来はそれと引き換えに年金が受け
取られうるにもかかわらず，それは，あたかもその総額が金や銀で送ら
れた場合とまったく同様に，イギリスからインドへの一種の資本移転だ
と言うのですか？－２国のあいだの債権債務について言うかぎり，確
かにそうでしょう。地金市場への直接の影響について言うかぎり，
120,000,000ポンドの投資が影響を及ぼすとすれば，それはただ，地金
が，実際に貨幣支払を行なうために送り出すのに必要とされるかぎりで
のことです。
第1793号。しかし，一方のケースでは将来の年金がないのに他方の
ケースでは将来の年金があるという違いはあるにしても，為替相場につ
いて言うなら，それは戦費支出と同じ影響を，たとえば，対応する輸入
をもたない，支出されるべき大量の兵姑品をクリミアに送るのと同じ影
響をもつのではありませんか？－違いは，一方のケースでは，将来の
利潤の期待がまったくい，国家の栄光や国家の安全のための支出で，他
方のケースでは，支出は将来の利潤の観点でなされるということです。
第1794号。しかし，為替相場に及ぼす影響について言えば，同じだ
と言えるでしょう？－違いはないでしょう。
第1795号。だから，資本の移動〔displacement〕は，資本が鉄のレー
ルの形態で送られようと地金の形態で送られようと同じことだと言える
のでしょう？－私は，「資本の移動」ということでなにを考えておら
れるのか分かりません。
第1796号。ある国から他の国への資本の移転〔transfer〕のことで
すよ？－はあ゜
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第1797号。ウェゲリン氏｡］この鉄の代金の還流がないとすれば，ど
うして，為替相場に影響があると言えるのですか？－私は，支出のう
ちの商品の形態で送り出される部分が為替相場の数値に影響するとは考
えていないということを申し上げようと努めてまいりました。私どもが
完全にはっきりと知っておりますように，２国間の為替相場の数値は，
ただ，一方の国で供給される債務証書または手形の量を，他方の国でそ
れにたいして供給される量と比較したものによって，言ってよければた
だそれだけによって，影響されるのです。これが為替相場の理にかなっ
た説明です。ところで，この12,000,000ポンドのインドへの送金につい
て申しますと，この貨幣はまずもってわが国で出資されたものでして，
その総額が12,000,000ポンドだったのです。そこで，もし取引が，この
1200万ポンドの全部をカルカッタやボンベイやマドラスで貴金属のか
たちで支払うことが必要とされるような性質のものであるのなら，誰も
疑わないことですが，12,000,000ポンドの貴金属にたいして発生する突
然の需要が銀の価格や為替相場にきわめて強く影響するであろうことは，
ちょうど，明日にもインド会社がその為替手形を3,000,000ポンドから
12,000,000ポンドに増額すると通告するような場合と同じことです。し
かしこの場合はそうではありません。この12,000,000ポンドの半分は，
それを手持ちしている人々によってわが国での商品の買い入れに支出さ
れています。これらの商品はこの場合には，たまたまレールや木材であっ
たり，そのほか客車や駅を建造するための材料であったりし，そしてそ
れらの材料が送り出されるわけです。ですから，そのように支出される
この6,000,000ポンドについて-言えば，それは，インドに送られるべき
ある特定種類の商品を買うための，わが国の資本のわが国での支出でし
て，ただそれだけのことです。さて，私は当委員会に，わが国から他の
国への貴金属の送金が為替相場に及ぼす影響について私になされたご質
問について私がしょうと努めてきました説明を覚えておいてくださるよ
うにお願いしたいと思います。出資されました鉄のレールや材木やその
｢貴金属と為替相場」（｢資本論」第３部第３５章）の草稿について２０５
他の材料に支出された6,000,000ポンドにたいしては，硬貨のドルで送
られた6,000,000ポンドにたいするのと同様の，インドの運輸業への請
求権があるわけです。
第1798号。しかし，鉄道に必要な，鉄や木材のようなこれらの財貨
の生産が，外国商品の大きな消費を生みだして，それが為替相場に影響
することもありますね？－もちろんです。
第1799号。ウィルスン氏｡］実際には，鉄鉱石がこの世界にあっても，
それに人間の労働が加えられるまではそれはほとんど，あるいはまった
く，価値をもたないのではありませんか。そして労働には賃金が支払わ
れるのですから，労働の大きな部分は輸入商品を表わさなければならな
いのではありませんか？－たしかにそうです。
第1800号。ですから，そのような輸入財貨の支払をするために鉄や
機関車を外国に送るなら，為替相場を均衡させることができるでしょう？
－しかし，製造された鉄の送り先である国との為替相場が均衡させら
れるということにはなりません。
第1801号。しかし，為替相場一般について言えば，輸入商品の消費
によって生産された商品を，それらにたいする代価を生産物のかたちで
もその他のかたちでも受け取らないで外国に送るとすれば，これは為替
相場をわが国にとって逆調にするという作用をすることになるでしょう？
－その原理はまさに，大鉄道支出の時期にわが国で，イギリスで生じ
たものです。３年か４年か５年かのあいだ，鉄道に30,000,000万ポンド・
スターリングが使われましたが，そのほとんど全部が賃金の支払に費や
されました。３年のあいだ，工場地区の全体で雇われていた人口よりも
多くの人口が，鉄道や機関車や客車や駅の建設に雇われました。この種
の仕事にたいして賃金を受け取った人々はこの賃金を茶や砂糖や酒類や
その他の外国商品を買うことに支出しました。これらの商品は輸入され
たものでした。ところが，この大支出が続いていた時期のあいだじゅう，
わが国と他の諸国とのあいだの外国為替相場が著しく撹乱されることは
206 
なかった，というのが事実なのです。地金の流出は生じず，反対に，む
しろ流入が生じました。このきわめて異常な事態を説明できるただ一つ
のやり方は，一方で賃金を受け取りつつあった労働する諸階級の支出の
増大は，この支出の原資である払込請求金を供給しつつあった不幸きわ
まりない人々の支出の減少によって相殺された，ということだけです。
第1802号。しかし，わが国とインドとのあいだの輸出と輸入とがそ
れぞれ10,000,000ポンドで，為替相場が平価，そして，10,000,000ポン
ドの財貨に加えて，5,000,000ポンドの鉄鉱石と機関車をインドに輸出
してそこに残しておかなければならないのに，それに対応する輸入を受
け取らないのだとしたら，この取引が対インド為替相場に影響しないこ
とがあるでしょうか？－鉄のレールが投資として送られるのなら，私
はそうは考えません。鉄のレールが，売られるべきものとして送られる
のであれば，そしてその売上高がまた送り返されてくるのであれば，話
は別です。どんな国でも，その取引相手であるすべての国々とのあいだ
で，自国にたいする為替相場の逆調を恒常的に続けることはできないと
いう原理に私は完全に同意します。ある一国との為替相場の逆調は必然
的に他の－国との為替相場の順調を生みだします。
第1803号。しかし資本の移転は，資本が一方の形態で送られようと
他方の形態で送られようと同じではありませんか？－債権債務関係に
ついてはそうでしょう。
第1804号。それでは，インドに鉄道を建設することが当地の資本市
場に与える影響は，地金を送るのだろうと材料を送るのだろうと，資本
の価値を増加させる点では，その全部が地金で送られたとした場合と同
じことでしょう？－調達されなければならない１２，０００，０００ポンドの需
要があるとき，この12,000,000ポンドを地金で送る必要があるのか，そ
れとも材料で送る必要があるのかということは，一般的利子率について
言えば，たしかにたいしたことではありません。とはいえ，それは，まっ
たくたいしたことでない，というわけではないと思います。なぜなら，
｢貴金属と為替相場」（｢資本論』第３部第３５章）の草稿について２０７
一方の場合には6,000,000ポンドはすぐに返されるのにたいして，他方
の場合にはそれはそんなに早くは返されないでしょうから。ですから，
6,000,000ポンドがわが国のなかで支出されるのか，それともわが国か
らすっかり送り出されるかということは，いくらかの違いとなるでしょ
う｡」
】0Ｖ（本稿，142ページ）ここには第1915-1938号をまとめて掲げておく。
「第1915号。〔サー・チャールズ・ウッド〕あなたは，東インド会社
の手形がインドへの地金の輸出を引き起こすと言われました。そのこと
でなにを考えておられたのか，ご説明くださいませんか？－〔ニュー
マーチ〕インディア・ハウスの手形の働きは，手短かに申しますと，こ
ういうことです。それは－じつのところ私はこのことをイギリスの統
治がもたらす利益だと確信しておりますが－インドがわが国に支払う
貢ぎ物と見ることができます。東インド会社の本国の施設に関わる経費
と東インド株式の所有者に支払われるべき配当とは，普通，１年に約
3,000,000ポンドになります。わが国とインドとの国際収支の状態を見
れば，次のような状態にあることがわかります。1855年にはわれわれ
はインドから実質価値12,670,000ポンドの商品を輸入しました。他方，
われわれがインドに輸出した商品の実質価値は10,350,000ポンドでした。
しかし，この10,350,000ポンドに加えて，われわれはインドのためにな
されたサービスにたいするインドへの請求金額を，つまり3,700,000ポ
ンドに上る貨幣支払をもっていたのです。
第1916号。その支払はわが国でなされるべきものではありませんか？
－そうです。
第1917号。その支払は，インドへの財貨の輸出か地金の輸出かのど
ちらかを促進するのにどのように役立ちましたか？－インドのために
わが国でなされるべき支出としてわが国で支払われるべき3,000,000ポ
ンドは，インドとイギリスとのあいだの為替相場の状態のなかでたしか
にきわめて重要な要素です。この数値によれば，１８５５年にわれわれは
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インドにたいして12,670,000ポンドの支払義務があって，インドに
10,350,000ポンドを送りました。ですから，2,250,000ポンドだけわが国
にマイナスの収支でしょう。これが事情のすべてであったなら，この
2,250,000ポンドはなんらかの形態でインドに送金されなければならな
かったでしょう。ところが，そこにインディア・ハウスの通告が立ち現
われます。インディア・ハウスは，総額3,250,000ポンドまではインド
諸管区あての手形を発行する用意があるという趣旨の通告を行ないます。
そしてこれが，貿易の経過から生じた2,250,000ポンド・スターリング
を清算するだけではなく，さらに’００万の剰余を与えるのです。
第1918号。インドの資産からわが国で支払をする必要は，インドへ
の輸出を増加させることにどのように役立つのですか？－それは，イ
ンドへの輸出を増加させることに役立つわけではありません。そのこと
が私の陳述の主意でありました。私が当委員会にお伝えしようと思いま
したのは，わが国とインドとのあいだについては，いま受け入れられて
いる印象は，すなわちこの４年ないし５年のあいだ，貿易差額がわが国
にとってきわめて大きく逆であったという印象は正しい印象ではない，
ということでありました。まったくそうではないのです。全体として見
た東方貿易について言いますと，もしインドと中国とを一緒にして考え
るのであれば，もしインドとオーストラリアとのあいだの取引を，また
それよりももっと重要な，中国と合衆国とのあいだの取引を，計算に入
れるのであれば，この貿易は三角貿易であってその清算はわが国の仲介
によって行なわれるのです。貿易全体の包括的な見地に立つならば，そ
の場合には，貿易収支はわが国に逆だっただけではなく，フランスにも
合衆国にも逆だったというのはそのとおりです。
第1919号。私は，あなたが，インドへの輸出はインドの手形によっ
て増加したと言っておられるのだと思いました。わが国でインドの生産
物から3,000,000ポンド以上を支払う必要によって，どのようにしてイ
ンドへの輸出が増加するのか説明してくださいますか？－もう一度
｢貴金属と為替相場」（｢資本論」第３部第３５章）のnV[縞について２０９
1855年の数値を見てください。われわれは，連合王凶に実際に輸入さ
れた，実質価値12,670,000ポンドの財貨にたいして，インドへの支払義
務を負っています。公式の数値に関するかぎり，この総額に疑問の余地
はありません。これは，1855年にインドから連合王国に輸入された財
貨の実質価値についての公式の報(ｉｆです。次に，他力では，連合王国か
らインドに輸出された財貨の実質価値の公式報告は，１８５５年には
10,350,000ポンドです。これら二つの総額のあいだの差額は2,300,000
ポンドです。事態がそこで止まってしまうことになるのだったら，イギ
リスがインドに2,300,000ポンドを送らなければならないことは明らか
です。そこで次のステップに進まなければなりませんが，それはこうい
うことです。ご存知のように，インドでわが国が行なってきたサービス
にたいして，3,250,000ポンドという金額だけ，インドがわが国に支払
義務を負っています。これらのサービスは統治で支払われなければなり
ません。ですから，インドについて言えば，一方でわれわれがインドに
2,300,000ポンドを送り，他方でインドから3,250,000ポンドを受け取る
のであろうと，あるいは，この取引を相殺取引にして，一方の2,300,000
ポンドと他方の3,250,000ポンドとのあいだの差額だけをインドから受
け取るのであろうと，同じことなのです。
第１９２０号。では，もし貿易がまったくないとしたら，インドの財政
状態は，3,000,000ポンドの価値の生産物をわが国に返して寄こす必要
を生じさせるというのが事実ではないのですか？－そうではありませ
ん。もしインディア・ハウスの手形がなかったとしたら，インドに差額
を送る必要があるということでしょう。
第1921号。では，インディア・ハウスの手形の存在は，インドにそ
れだけの額の財貨を送る必要をなくすのですね？－そのことに疑う余
地はありません。
第1922号。それでは，これらのインディア・ハウスの手形の作用は，
インドへの輪lfHを増やすことではなく，それらをそれだけ減らすことな
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のですね？－それは結局同じことになります。二つの言い方のうちの
どちらを言ってもいいのです。インディア・ハウスの手形の作用は，実
際に，わが国からの輸出を増やすことなのか，それとも，インドからの
輸入を減らすことなのか，お好きなほうでおっしゃることができます。
第1923号。しかし，私の理解したところでは，あなたは，インドか
らの輸入が12,670,000ポンド，インドへの輸入が10,350,000ポンドであっ
て，われわれが当然なすくきょうにインドに12,600,000ポンドの額の財
貨を送る代わりに，われわれはわが国で手形を受け取ることで満足して
いるのだ，と言われています？－はい。
第1924号。では，手形の作用は，インドヘの輸出を減らすことであっ
て，それを増やすことではないのですね？－手形の作用は貸借を清算
することです。
第1925号。インドに負っているわが国で返済されるべき年々の負債
の作用は，10,350,000ポンドの輸出と12,670,000ポンドの輸入とのあい
だの価値の差額に相当する支払額をインドに送ることの必要をなくすこ
となのですね？－そうです。その作用というのはつまりこういうこと
です。1855年には，われわれはインドから12670.000ポンドの価値の
商品を輸入し，インドはわれわれから10,350,000ポンドを財貨で，
3,700,000ポンドを善政で輸入したのです。
第1926号。そうすると，あなたが言われている，インディア・ハウ
スの手形によって引き起こされる輸出は，善政の輸出であって商品の輸
出ではありませんね？－そのとおりです。しかしそれは勘定を清算す
るという都合のよい効用にかなっています。
第1927号。あなたは，インドに鉄のレールの形態での財貨が送られ
るようと金が送られようと同じことではないのかと尋ねられ，この命題
に完全には同意しないと言われましたね？－そのときには，為替相場
に及ぼす作用の点から見て，その命題に完全には同意しておりません。
第１９２８号。あなたは，それはクリミアに軍需品を送るのとほとんど
｢貴金属と為替相場」（『資本論」第３部第３５章）の草稿について２１１
同じことなのかと尋ねられましたね？－インドでの資本支出に関して
は，その二つの操作はそれらの究極的な性質では同一だと思います。
第1929号。あなたは，クリミアヘの軍需品の輸出とインドへの鉄ま
たは金の輸出とのあいだに違いはないと言われるのですね？－その地
に恒久的な建築物を建設するのに投資される，という点でです。
第１９３０号。あなたは，クリミアに軍需品を送ることは対クリミア為
替相場に影響したとお考えですか？－それは特異な事例でした。
第１９３１号。あなたは，クリミアに火薬やマスケット銃を送ることは
為替相場に影響したとお』思いですか？－火薬やマスケット銃は軍需ｈｉｌｉ
のうちのただ一つの品目にすぎません。
第1932号。クリミアにいる軍隊に火薬やマスケット銃を送ることは，
たとえば対トルコ為替相場にどのように影響しましたか？－第１に，
クリミアに商品をおくることはインドに鉄を送ることと同じ過程に帰着
します。商品を送ることは，必ずしもわが国とトルコとの為替相場に影
響しません。しかし，ある国から他の国に大量の資本を移転すれば，そ
れの国際収支の全般的条件に多かれ少なかれ激しい作用をもたらさない
ではいません。
第1933号。クリミアに火薬や武器を移送することが対トルコ為替相
場にどのように影響したのか，説明してくださいませんか？－通常の
時期であれば，わが国とトルコとの間の貿易は，均衡の状態にあるもの
として言い表わされることができるような貿易であって，この状態では
一方での手形は他方での手形とほぼ等しいわけです。戦争のためにトル
コの領土の特定の部分で，人員のイギリス資本が必要となれば，事態は
急変します。クリミアの場合のそのような資本の移送は，たんに軍需品
の形態をとっただけではなく，たんに火薬や軍用品等々の形態をとった
だけではなく，それはまた大きな程度に軍隊の支払のための貴金属の形
態をもとったにちがいありません。
第１９３４号。前にあなたがなさったお答えは軍需品にあてはまるもの
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でした。そこで私の質問は，クリミアヘの軍需品の移送は対トルコ為替
相場にどのように影響したのか，ということです？－軍需品を送るだ
けでしたら，それが必然的に為替相場に影響を与えるとは`思いませんが，
貴金属を送るのであれば，それはたしかに為替相場に影響するでしょう。
第1935号。ウィルスン氏｡］もしある商品が大規模に輸出されても，
それに対応する輸入が行なわれなければ，あなたがたの輸入によってつ
くりだした対外債務をあなたがたは返済しないのです。ですからあなた
がたはそうした取引によって，あなたがたの輸出が対応する輸入をもた
ないために対外債務を返済しないことによって為替相場に影響を与えざ
ろをえませんね？－諸国一般について言えば，そのとおりです。
第1936号。しかし，すべての国の為替相場について言えば，対応す
る輸出なしに財貨を輸出する規模がどれだけであろうと，為替相場に及
ぼす影響はないはずですね？一はい。
第1937号。財貨の輸出先となる特定の国について言えば，為替相場
はその国との貿易に比例しているのでしょう？－はい。
第1938号。サー・チャールズ・ウッド｡］還流なしに輸出された財貨
の製造で充用される財貨のどの部分もそれらの財貨が送られる国からき
たものでないのであれば，その国との為替相場がどのようにして影響を
受けるのですか。トルコとの貿易が通常の均衡状態にあるとしたら，わ
が国とトルコとの為替相場がクリアヘの軍需品の輸出によってどのよう
にして影響を受けるのですか？－私どもは実際的な問題を論じ尽くし
て，いまでは形、'二学的な論議というきわめて高尚な領域に到達したよ
うに思えます｡」
XＶ（本稿，147ページ）第1918号はｉｉｉ注)0Vに含まれている。
XVI（本稿，148ページ）第1889号は次のとおり。
「第1889号。〔サー・チャールズ・ウッド〕なぜ彼らは，他のすべて
の当事者がすることを，つまり，たまたま自分の手'+'に蓄積しつつある
資本を低い利子率で貸し出すということをすべきではないのですか？
｢貴金属と為替相場」（｢資本論」第３部第３５章）の草稿について２１３
一〔ニューマーチ〕いくつかの理由から，イングランド銀行がそうい
うことをするのが望ましくないのだと思います。第１に（私の以前の証
言〔前出の稿米注Ⅲに掲げた証言第１３６４号〕を繰り返さなければな
らないことをお許しください）規模に関してでして，規模の点でイング
ランド銀行が取り仕切ることのできる資産とちょっとでも比肩できるよ
うな資産をもつ銀行業機関はロンドンにも連合王国のその他どこの地域
にもありません。数年前のことですが（｢物価史」第６巻，６０４ページ
をご覧ください）私はイングランド銀行の資産の規模を，ロンドン貨幣
市場で通常充用されている資金の残りと比べながら，数字的な評価のよ
うなものに到達するように努力することにいささか骨を折ってみました。
私が到達しました結論が，体系的な評価をまとめようとするほかのどん
な試みに与えられるかもしれない信頼よりも多くの信頼を頂く権利があ
るなどと申し上げるつもりはございませんが，私が得心いたしましたの
は，貨幣市場でたえず充用されております資金の額はほぼ120,000,000
ポンド・スターリングと言うことができて，この120,000,000ポンドの
うちのきわめて著しい部分，つまりほぼ１５ないし２０パーセントがイン
グランド銀行によって取り仕切られている，ということでした。まあ，
これはほかのどんな単一の施設でも行なわれているのを見ることができ
ないような比率です。そこで次の区別に参ります。同行の資産の規模が
あるだけでなく，無形の影響，つまりイングランド銀行のような中央施
設の動きにつきものの伝統的な影響があります。そして第３の理由は，
イングランド銀行に見いだされます例の鋳貨の蓄蔵庫と貴金属の貯水池
は，長年の経験によって，まさに，為替相場の逆調状態から生じている
流出に耐えることをつねに求められる蓄蔵庫または貯水池だということ
です。ときどき，輸出にたいする輸入の超過のために要求される３００万
とか４００万とか500万とかＩま，たまたま通貨を手に入れて所有している
個人たちの財布から少しずつ引き出されるのではなく，イングランド銀
行の中央蓄蔵庫から引きH1されます。ですから，イングランド銀行は国
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の商業にたいして，他のなんらかの銀行，あるいは他のなんらかの銀行
群がもつ関係とはきわめて違う関係にあるわけです｡」
Ⅲ（本稿，148ページ）第1866-1868号は次のとおり。
「第1866号。〔サー・チャールズ・ウッド〕あなたのお答えは，地方
銀行業者によって発行された銀行券はそっくり彼の手中にある資本だと
いうことを意味していませんか？－〔ニューマーチ〕彼に割り当てら
れた流通額にたいして保有していなければならない鋳貨準備のための差
引が行なわれたあとはそうです。
第1867号。彼の銀行券のその額の３ぶんの２はそれだけの資本の創
造と同じなのですか？－はい。ですからもし彼の通貨が取り上げられ
れば，彼の銀行業資金がそれだけ減少させられることになります。
第1868号。では，準備として保有されている地金の３分の２を超え
るすべての銀行券は，それだけの量の，わが国の資本に付け加えられた
資本だとお考えなのですか？－そのような銀行券は，一般に，わが国
の利用可能な資本にそれだけ付け加えられたものです。なぜなら，それ
らの銀行券がなかったら鋳貨によって表わされなければならない額だけ
の，交換用具の節約をもたらすのだからです｡」
XIH（本稿，148ページ）「第１８２３号以下」の証言は，拙稿「｢信用制度下の
流通手段｣および「通貨原理と銀行立法」の草稿について｣，193-196ペー
ジ，稿末注Ⅶを見よ。
（2001年９月１３日）
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"Capital",thatKarlMarxwroteinl864/６５Theauthorfirstinvesti‐ 
gatesthecontentsdealtwithinthesedocumentsandaddsaJapanese 
translationofMarx，ｓｏｒｉｇｉｎａｌｗｒｉｔｉｎｇｓｂａｓｅｄｏｎｔｅｘｔａｎdannotations 
inthecompleteeditiｏｎｏｆｔｈｅｗｏｒｋｓｏｆＫａｒｌＭａｒｘａｎｄＦｒｉｅｄrich 
Engels,ＭＥＧＡ,voLII/４２Healsooffersadetailedcommentaryonthe 
relationsbetweenMarx'soriginalandtheEngels'edition,inparticular 
ontheirdifferences・Ｔｈｅ３５ｔｈｃｈａｐｔｅｒｃｏｎｓｉｓｔｓｏｆｔｗｏｐａｒｔｓｗｈｉｃｈ
ＭａｒｘｗｒｏｔｅｆｏｒｄｉｆｆｅｒｅｎｔｐｕrposesThefirstsection，ｗｈｉｃｈＥｎｇｅｌｓ 
ｕｓｅｄｆｏｒ“ＬＭｏｖｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅＧｏｌｄＲｅｓｅｒｖｅ",waswrittenaspartofthe 
draftandiｎｔｈｅｍａｉｎcoveredthefollowingsubjects:Effluxandinflux 
ofbullion；ｌｉｍｉｔｓｏｆｔｈｅｃｒｅｄｉｔｓｙｓｔｅｍｄｅｐｅｎｄｅｎｔｏｎｔｈｅｍｏｎｅｔａｒｙ 
ｓｙｓｔｅｍｔｈａｔｉｓｃｈａracteristicofthebourgeoiseconoｍｙ､Thispartnot 
onlypresentsMarx'slastconsiderationson“moniedcapital”ｉｎｔｈｅ 
ｆｉｆｔｈｃｈａｐｔｅｒｏｆＢｏｏｋｍｂｕｔａｌｓｏｈｉｓｃｏｎｃｌｕsionson“creditsystem，，in 
thesection"5）CreditFictitiousCapital''ａｎｄｏｎ"moneyoftheworld'， 
ｉｎ“Capital，，generally・Ｔｈｅｓｅｃｏｎｄｓｅｃｔｉｏｎ，however，ｗｈｉｃｈＥｎｇｅｌｓ
ｇａｔｈｅｒｅｄｉｎ“ｎＴｈｅＲａｔｅｏｆＥｘｃｈａｎｇｅ，，，ｓｐｒａｎｇｆｒｏｍａｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎｏｆ 
ｎｏｔｅｓＭａrxaddedtohisdraft・Ｔｈｉｓcollectionbyitsnaturecontaiｎｅｄ
ｎｏｔｈｅｏｒｅｔｉｃａｌｅｓｓａｙｏｎｔｈｅｐｏｉｎtsinquestionThedifferencesbe‐ 
ｔｗｅｅｎｂｏｔｈｐａｒｔｓａｒｅｃｌｅａｒｌｙｓｈｏｗｎｂｙｔｈｅｗａｙｔｈｅｍａｎｕｓｃｒｉｐｔｓａｒｅ 
ｗｒｉｔｔｅnandbythemethodofarguing､Joiningtogetherthesedifferent 
pｉｅｃｅｓｏｆｗｒｉｔｉｎｇｔｏｆｏｒｍｏｎｅｃｈａｐｔｅｒ,Engels，thoughunconsciously， 
presentedMarx，ｓｆｒａｇｍｅｎｔａｒｙｓｔａｔｅｍｅｎｔｓａｓａｋｉｎｄｏｆ“ｔｈｅｏｒｙｏｎｒａｔｅｓ 
ｏｆｅｘｃｈａｎｇｅ'，ｏｆＭａｒｘ． 
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正誤表
｢｢信用と架空資本」の草稿について」（本誌第５１巻第３号，1983年）
２０ページ下から２行目「Besitztiel」→「Besitztitel」
３１ページ上から７行目「Reserverfonds」→「Reservefonds」
｢｢資本主義的生産における信用の役割」の草稿について」（本誌第５２巻第３．４号，
1985年）
３４１ページ下から５行目「結合された」→「結合した」
｢｢利潤の分割｣の草稿について」（本誌第56巻第４号，１９８９年）
１６ページ下から５行目「企業利得｣→「企業利潤」
３１ページ上から１５行目「貸し手｣→「借り手」
３２ページ上から４行目「貸し手｣→「借り手」
｢｢流通手段と資本」の草稿について」（本誌第６１巻第３号，1993年）
２６３ページ下から５行目「占有権限」→「占有権原」
２６４ページ上から１行目「資本権限」→「資本権原」
２７１ページ上から８行目「中断｣→「中断」
｢｢貨幣資本と現実資本」の草稿について」（本誌第64巻第４号，1997年）
１２９ページ下から１４行目「Credisystem」→「Creditsystem」
１６８ページ下から７行目「７６}]」→「701]」
１９３ページ下から８行目「/355」二/｣→「/345上/」
｢｢信用制度下の流通手段｣および「通貨原理と銀行立法」の草稿について」（本誌第
６７巻第２号，１９９９年）
３８ページ上から１２行目「Kreditwesen」→「Kreditsystem」
６４ページ下から１行目「entrusteing」→「entrusting」
１８０ページ下から２行目「〔improper〕」→「〔improper〕｣」
２０２ページ上から１７行目「〔〕」→「〔議長ルイス〕」
｢『資本論』の著述プランと利子・信用論」（本誌第68巻第１号，2000年）
７５ページ上から７行目「出典の表示に」→「出典の表示を」
７８ページ下から６行目「1848年｣→「1858年」
９８ページ上から１２行目「資本と労働」→「資本と賃労働」
１４７ページ上から４行目「村可能な」→「付可能な」
